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  第６章では全体を総括すると共に、未解決課題を整理し、今後の研究の展望を述べた。 
以上のように本論文は、光反応性モノマー、光重合開始剤、溶媒からなる３成分系塗布膜中で光
反応誘起相分離を生じさせることで、直径30-100 nmの細孔を有する高分子多孔質膜の作製に初め
て成功すると共に、液中の局所組成を空間分解能5 µmかつ誤差4%以内の精度で決定する新しい非接
触計測手法を開発し、相分離膜の深さ方向の非対称な成分分布が発現する条件とその機構を明らか
にしたものであり、学術的にも実用的にも重要な知見を与えている。 
なお本論文に関し、審査委員ならびに公聴会出席者から、種々の質問がなされたが、いずれも適
切な回答がなされ、質問者の理解が得られた。以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき
審査委員会において慎重に審査した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものである
と判断した。 
 
